
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬橋地区社協の 

協力町会・自治会  

まっころん 

6 3   

70ֵ  

馬 橋 上 宿 ・ 中 宿 ・ 下 宿 ・西 ・ 北 ・ 坂 ・ 前 田 各 町 会， 中 根 町 会 ， 新 作１丁 目 ・ 第 ２ ・ 第 ３各 町 会  

プロムナード北 松 戸 自 治 会，三 ヶ 月 町 会，幸 谷 町 会 ，中 和 倉 第 １ ・ 第 ２ ・ 第 ３ 各 町 会 

八 ヶ崎 第 １ ・ 第 ２ ・ 第 ３ ・七 丁 目 ・新 町 各 町 会 ，竜 房 台 自 治 会 ，新 松 戸 ガーデニア自 治 会 

《
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に
》 

馬
橋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 

会
長 

恩
田
忠
治 

編集・発行 馬橋地区社会福祉協議会 広報部 

松戸市馬橋 1854- 3 馬橋東市民センター内 Tel＆Fax 346- 2758 

元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
地
震
大
国
日
本
、
ど
の
地
域
で
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
私
達
も
常

に
心
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
位
置

付
け
ら
れ
た
事
に
よ
り
地
域
活
動
も
少
し
ず
つ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

地
区
社
協
の
事
業
も
地
域
の
多
数
の
皆
様
の

参
加
を
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ふ
れ
あ
い
広
場
・
音
楽
祭
で
は
八
小
、
八
二

小
、
馬
橋
小
、
三
中
、
松
高
、
ジ
ゼ
ル
バ
レ
エ
の

参
加
を
い
た
だ
き
素
晴
ら
し
い
演
奏
等
に
感
動

し
ま
し
た
。 

今
年
も
昨
年
同
様
、
地
域
福
祉
の
推
進
と
共

生
社
会
を
目
指
し
、
皆
さ
ま
が
楽
し
く
参
加
さ

れ
繋
が
り
が
取
れ
る
活
動
を
進
め
て
参
り
ま

す
。 
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松
戸
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
社
会
福
祉
法
人
松
戸
市

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
第
41

回
松
戸
市
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

多
数
の
来
賓
を
招
い
て
の
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
寄
与
、
貢
献
さ
れ
た
方
々
と
団
体
に
表
彰
状
・感

謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
讃
え
ら
れ

ま
し
た
。 

当
地
区
か
ら
は
12
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
後
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
松
戸
市
立
第
六
中
学
校
管

弦
楽
部
の
演
奏
が
行
わ
れ 

ま
し
た
。 

地
元
出
身
の
シ
ン
ガ
ー 

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー 

坂
本
卓 

也
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ 

ン
企
画
も
あ
り
、
手
話
や 

手
拍
子
で
会
場
が
一
体
に 

な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

令
和
６
年
２
月
４
日
（日
） 
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春の日差しをたっぷり浴びて、桜の花も開花する季節にな

りました。 

子育て中のお母さんお父さん、お子様と一緒に遊びに来

ませんか。お友達と一緒に元気に遊びましょう。 

先月、子育てサロンの研修会がありました。 

この研修を活かして、スタッフ一同、子育てサロンに取り

組んでいきます。 

 

 
 

Õ 馬橋会場 

（王子神社境内馬橋集会所） 

毎月第 1 火曜日 

Õ プロムナード北松戸会場 

（プロムナード北松戸集会所） 

毎月第 2 火曜日 

Õ 八ヶ崎会場（八ヶ崎会館） 

毎月第 3 火曜日 

各会場とも10 時～11 時 30分 

1・8 月 祝日はお休みです 

ἧ  

ἧ  

 

◆ひまわり健康麻雀教室◆

参加費 200円   9：30～15：00 

馬橋東市民センター  第２・第４(金) 

◆歌声喫茶◆ 参加費 100円 

馬橋東市民センター 第４(金) 

八ヶ崎会館       第２(火) 

（場所日時ともに上記に変更） 

各会場とも13:30～15:30 

◆ひまわりサロン◆ 参加費 100円 

馬橋東市民センター 第２(金) 

八ヶ崎会館      第１(木) 

三日月会館     第１(水) 

中和倉集会所     第３(火) 

各会場とも13：30～15：30 

 

７０歳以上   参加費   ３００円 

（お一人暮らしの方で、市に登録して頂きます） 

毎月第３（水）12：00～  （7・８月は休み） 

会場   馬橋東市民センター 

八ヶ崎市民センター 

*詳しくは馬橋地区社協事務所にお尋ねください。 
食事と演芸や講演・体操・フラワーアレンジメントなど

いろいろと楽しんでいます。 

アコーディオンの伴奏に合わせて 

新春落語会 

https://1.bp.blogspot.com/-nqBCXjxamv4/UYH5l8mK_OI/AAAAAAAARH4/bdbxzZqXJJo/s600/himawari.png
https://1.bp.blogspot.com/-nqBCXjxamv4/UYH5l8mK_OI/AAAAAAAARH4/bdbxzZqXJJo/s600/himawari.png
https://1.bp.blogspot.com/-nqBCXjxamv4/UYH5l8mK_OI/AAAAAAAARH4/bdbxzZqXJJo/s600/himawari.png


馬橋東市民センターにおいて、馬橋地区社会福祉協議会評議員交流会が開催されました。 

 

講演は、松戸市立博物館学芸員林幸太郎氏による「近現代の馬橋のあゆみ」－高度成長期を

中心に－をテーマとして 

 

1 明治から大正時代の馬橋 

１８７８年（明治１１年）に群区町村編成法の公布により、明治２２年４月町村制施行により

馬橋村が誕生した。 

大正８年ころの馬橋村は、馬橋・新作・中根・三ヶ月・幸谷等１１か所人口２，６２３人（４３７

戸）の規模だった。 

明治 7年に尋常小学校が開校され、産業としては、水田が多く農業と養豚業が盛んであった。 

 馬橋駅は、明治３１年８月に開業された。 

 大正５年に流山線も馬橋駅から流山駅まで運行が開始された。 

 

 

2 昭和の馬橋と高度経済成長 

日中戦争が長期化し、昭和１３年５月国家総動員法が施行、銃後後援等の各種対策が進

められた。 

 昭和１８年４月市制施行により松戸市が誕生（人口４０，４３３人） 

 昭和３０年松戸市の都市計画により、農業が主体の地域から東京都の衛星都市として発展

を遂げてきた。 

 人口で見ても昭和２７年（６３，０００人）平成１７年（４８２，３００人）となり現在に至っている。 

 

以上が講演内容を抜粋したものですが、馬橋の歴史について、奥深く知ることができまし

た。 

 

交流会では、元日に発生した能登半島における 

地震に対し義援金を送るなどの決議もあり、 

ご来賓の方々をはじめ多数の評議員の 

参加で有意義な会となりました。 

令和 6 年 1 月 20日 （土） 
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⁸ Ўɴῴ ˘ᾛἶ        

元日早々、能登半島における震度 7 の地震で多くの犠牲者がで、復旧までには数年を要する

と言われています。馬橋地区においても、いつどんな災害が起こるかわかりません。今回の地震

を『対岸の火事』にすることなく、この機会に防災対策を各人が確認し被害を最小限にできるよう

地域ぐるみで臨みたいものです。 

広報部長 矢口四郎 

♥  
 

 
╕┌⇔散 歩  

令和５年１２月１６日に社協の日帰り研修会が行われました。 

当日は１２月中旬とは思えない穏やかな天候に恵まれて、社協の各部所で 

活躍されている総勢35名の皆さんと、有意義な一日を過ごすことが出来 

ました。 

今回の研修の目的地は栃木県足利市の「社会福祉法人こころみる会『こころみ学園』」の視察と併設されてい

る『ココ・ファーム・ワイナリー』の見学でした。当日は１２月中旬ということで葡萄の収穫作業をされている学園の

方々とお会いすることはできませんでした。山肌を切り開いてできた急斜面の畑で収穫された葡萄から作られた

ワインを試飲しました。ワイナリーのスタッフの方より『こころみ学園』の生い立ちと園生が、活き活きと収穫やワ

インの醸造に従事されていることをお聞きしました。ここのワインはサミットの晩餐会で採用されるなど世界的に

評価が高く、その飲みごたえは芳醇でした。 

八ヶ崎第一町会 会長 斎藤英人 

ᴣ ʹ ̝  

八ヶ崎第二小学校は、昭和５２年４月１日に小金小、高木小、八ヶ崎小の

一部地域の児童が集まり開校しました。開校当時の児童数は５９４名。開

校から児童数は増え、一番多かった昭和５７年は８６３名。平成２５年まで

は、毎年約５００名の児童が学んでいました。開校４７年を迎えた、令和５

年度の児童数は３４５名です。地域の方々に見守られながら、『かしこく・

やさしく・たくましく』成長しております。 

また、歯科保健の推進に取り組み、「全日本学校歯科保健優良

校賞」や「全国健康教育推進学校優良校賞」を受賞いたしました。 

今後も学校教育目標である『かしこく・やさしく・たくましく』をモット

ーに地域・保護者の皆様と共に児童の成長へとつなげていくことが

できればと思います。 


